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1. はじめに ───国⺠皆保険制度と発⾜時の社会

2. 社会環境の変化 ───⼈⼝構成・医療・働き⽅

3. 制度改⾰の⽅向（1）───保険者機能の強化

4. 制度改⾰の⽅向（2）───医療ＤＸの推進

今⽇お話しすること
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① 1961年皆保険、皆年⾦がスタート

② 当時の⾼齢化率
1960年 5.7%
2000年 17.3%
2023年 28.9% 

③ 医療保険制度

1．はじめに───国⺠皆保険制度と発⾜時の社会

「国民皆保険」の構造

⾮適⽤者へ
の拡充

⾃⼰負担分
の削減

対象となる
サービスの
拡充

直接の費⽤︓
カバーされる
費⽤の割合

サービス︓
どのサービスが
対象となるか︖⼈⼝︓誰に適⽤されるか︖

「国⺠皆保険」達成に向け考えるべき３つの側⾯
-⼈⼝の100%を対象

-⾃⼰負担は１割〜３割
- ⾃⼰負担額の⽉額上限あり

- 基本的に全ての医療サービス、医薬
品をカバー
- 診療報酬（保険適⽤となるサービス
や医薬品のリスト）は２年に⼀度⾒直
し

「国⺠皆保険」の範囲
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① ⼈⼝構成の変化
───⾼齢者の増加、⽣産年齢⼈⼝の減少、家族構成の変化

② 医療費（社会保障費）の増加
───技術の進歩、医療費単価の上昇、⾼齢化による医療需要の増加

③ 働き⽅の多様化
───共働き世帯等の増加、兼業・副業の増加

2．社会環境の変化──医療保険制度が直⾯する課題
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総人口に占める高齢者人口の割合の推移をみると、1950年（4.9％）以降一貫して上昇が

続いており、1985年に10％、2005年に20％を超え、2023年は29.1％と過去最高を更新して

います。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、この割合は今後も上昇を続け、第２次

ベビーブーム期（1971年～1974年）に生まれた世代が65歳以上となる2040年には34.8％、

2045年には36.3％になると見込まれています。     （図２、表２） 

図２ 高齢者人口及び割合の推移（1950年～2045年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 高齢者人口及び割合の推移（1950年～2045年） 

 
 

資料： 1950年～ 2020年は「国勢調査」、 2022年及び 2023年は「人口推計」  

     2025年以降は「日本の将来推計人口（令和５年推計）」出生（中位）死亡（中位）推計  

（国立社会保障・人口問題研究所）から作成  

注１） 2022年及び 2023年は９月 15日現在、その他の年は 10月１日現在  

２）国勢調査による人口及び割合は、 2015年までは年齢不詳をあん分した結果、 2020年は不詳補完結果  

３） 1970年までは沖縄県を含まない。  

 

（万人）

1950 8320 411 234 106 37 4.9 2.8 1.3 0.4
1955 8928 475 278 139 51 5.3 3.1 1.6 0.6
1960 9342 535 319 163 67 5.7 3.4 1.7 0.7
1965 9827 618 362 187 78 6.3 3.7 1.9 0.8
1970 10372 733 435 221 95 7.1 4.2 2.1 0.9
1975 11194 887 542 284 120 7.9 4.8 2.5 1.1
1980 11706 1065 669 366 162 9.1 5.7 3.1 1.4
1985 12105 1247 828 471 222 10.3 6.8 3.9 1.8
1990 12361 1493 981 599 296 12.1 7.9 4.8 2.4
1995 12557 1828 1187 718 388 14.6 9.5 5.7 3.1
2000 12693 2204 1492 901 486 17.4 11.8 7.1 3.8
2005 12777 2576 1830 1164 636 20.2 14.3 9.1 5.0
2010 12806 2948 2121 1419 820 23.0 16.6 11.1 6.4
2015 12709 3387 2411 1632 997 26.6 19.0 12.8 7.8
2020 12615 3603 2779 1860 1154 28.6 22.0 14.7 9.1

2022 12496 3624 2869 1933 1232 29.0 23.0 15.5 9.9
2023 12442 3623 2889 2005 1259 29.1 23.2 16.1 10.1

2025 12326 3653 2934 2155 1313 29.6 23.8 17.5 10.6
2030 12012 3696 2944 2261 1544 30.8 24.5 18.8 12.9
2035 11664 3773 2955 2238 1607 32.3 25.3 19.2 13.8
2040 11284 3928 3009 2227 1562 34.8 26.7 19.7 13.8
2045 10880 3945 3157 2277 1548 36.3 29.0 20.9 14.2

 高齢者人口 （万人） 　総人口に占める割合 （％）
年   次 総人口

65歳以上  うち
 70歳以上

 うち
 75歳以上

 うち
 80歳以上

65歳以上  うち
 75歳以上

 うち
 80歳以上

 うち
 70歳以上

◆「人口推計」の詳しい結果は、次のＵＲＬを御覧ください。  
https://www.stat.go.jp/data/ jinsui/index.html  人口推計  検索  
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⾼齢者⼈⼝および割合の推移（1950年〜2045年）

総務省資料 2023/09/17
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令和５年推計値
（日本の将来推計人口）

実績値
（国勢調査等）

○ 日本の人口は近年減少局面を迎えている。2070年には総人口が9,000万人を割り込み、高齢化率は
39％の水準になると推計されている。

人口（万人）

15~64歳
人口割合
52.1%

高齢化率
38.7%

合計特殊
出生率
1.36
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15～64歳割合

高齢化率（65歳以上人口割合）

合計特殊出生率

15～64歳人口

14歳以下人口

65歳以上人口

59.5%

28.6%

1.33

12,615万人

11,284

3,928

6,213

1,142

8,700

3,367

4,535

797

（出所） 2020年までの人口は総務省「国勢調査」、合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計」、
2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）

日本の人口の推移
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【推計結果】

○ 今後、わが国の人口は、2020年の1億2,615万人から、

2070年には8,700万人に減少。

○ 高齢化も進行し、65歳以上人口割合は2020年の28.6％

から一貫して上昇し、2070年には38.7％へと増加。

【前回推計（平成29年推計）との比較】

○ 前回推計と比べ、将来（2070年）の出生率は1.44から

1.36に低下。一方で、平均寿命は延伸し、外国人の入国

超過数は増加する見通し。

○ その結果、50年後（2070年）の姿を比較すると、

・前回推計の8,323万人から今回推計では8,700万人に増加

・高齢化率は、前回推計の38.3％から今回推計では38.7％

と横ばい

と総人口の人口減少は緩和。

○ 将来推計人口は、国勢調査（2020年調査）を出発点とした日本の将来人口を国立社会保障・人口問題研究所が推計
したものであり、５年ごとに実施（今回の推計は、コロナ禍による影響を受け、スケジュールは１年遅れて６年ぶり)

○ 前回推計より出生率は低下（１．４４→１．３６）
○ 前回推計より平均寿命が延伸し、外国人の入国超過数も増加することで、総人口の人口減少は緩和

※ 長期の投影に際しては、コロナ禍におけるデータは除外

将来推計人口（令和５年推計）の概要

出生仮定を変えた場合の2070年の総人口、高齢化率
高位推計 （1.64） 9,549万人《35.3%》
低位推計 （1.13） 8,024万人《42.0%》

1※ 令和５年将来推計人口は令和５年４月26日公表

第３回社会保障審議会年金部会
2023年５月８日

資料３

2023年 厚⽣労働省資料
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国家財政と社会保障負担
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一般会計税収（点線は当初予算ベース）

建設公債発行額

特例公債発行額

一般会計歳出（点線は当初予算ベース）

我が国財政は歳出が税収を上回る状況が続いています。その差は借金（建設公債・特例公債）によっ
て賄われています。

２．一般会計における歳出・歳入の状況

（注１）令和３年度までは決算、令和４年度は第２次補正後予算、令和５年度は予算による。点線は令和４年度までは当初予算、令和５年度は予算による。
（注２）特例公債発行額は、平成２年度は湾岸地域における平和回復活動を支援する財源を調達するための臨時特別公債、平成６～８年度は消費税率３％から

５％への引上げに先行して行った減税による租税収入の減少を補うための減税特例公債、平成23年度は東日本大震災からの復興のために実施する施策の
財源を調達するための復興債、平成24年度及び25年度は基礎年金国庫負担２分の１を実現する財源を調達するための年金特例公債を除いている。

（注３）令和５年度の歳出については、令和６年度以降の防衛力整備計画対象経費の財源として活用する防衛力強化資金繰入れ3.4兆円が含まれている。
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⼀般会計における歳⼊・歳出の状況（2023年）
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一人当たり社会保障給付費（右目盛）

1990
（平成2)

1950
（昭和25)

（兆円） （万円）

24.9

0.1 0.7

2000
（平成12)

2023
(予算ﾍﾞｰｽ)

134.3

社会保障給付費の推移

1980 2000 2020
2023

(予算ﾍﾞｰｽ)

国内総生産（兆円）Ａ 248.4 537.6 535.5 571.9 

給付費総額（兆円）Ｂ 24.9(100.0%) 78.4(100.0%) 132.2(100.0%) 134.3(100.0%)

（内訳）年金 10.3( 41.4%) 40.5( 51.7%) 55.6( 42.1%) 60.1( 44.8%)

医療 10.8( 43.2%) 26.6( 33.9%) 42.7( 32.3%) 41.6( 31.0%)

福祉その他 3.8( 15.4%) 11.3( 14.4%) 33.9( 25.6%) 32.5( 24.2%)

Ｂ／Ａ 10.0% 14.6% 24.7% 23.5%

資料：国立社会保障・人口問題研究所「令和2年度社会保障費用統計」、2021～2023年度（予算ベース）は厚生労働省推計、
2023年度の国内総生産は「令和5年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度（令和5年1月23日閣議決定）」

（注）図中の数値は、1950,1960,1970,1980,1990,2000,2010及び2020並びに2023年度（予算ベース）の社会保障給付費（兆円）である。
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① 医療費負担の適正化
───保険収⽀の改善、保険でカバーする範囲の限定

② 総合的な健康管理
───予防医療、かかりつけ医の活⽤

③ 多様な労働者の包摂

④ 医療保険制度、保険者の再編
───保険者の統合再編︖、後期⾼齢者医療制度

3．制度改⾰の⽅向（1）──保険者機能の強化
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① 全国⺠についての出⽣から死亡までの電⼦健康データの蓄積──ＤＢ

ü 各国⺠の治療の質の向上・健康管理のための健康データの活⽤＜⼀次利⽤＞───ＰＦ

ü 的確な医療政策の策定、医学研究、医薬品等の開発のためのデータ利⽤＜⼆次利⽤＞

② 多様で流動的な社会における公正で効率的な医療需給の把握

ü データに基づく医療の適正化・効率化・医療資源の最適配分

③ 医療ＤＸの推進に関する⼯程表 2023年6⽉

ü EUにおけるEHDS構想（European Health Data Space）

ü 必要な国⺠の理解と充分な説明が必要─── Data save lives!

3．制度改⾰の⽅向（2）──医療ＤＸの推進
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＜⼀次利⽤のケース＞

⽐企能員 ID:543QQ
三浦義村 ID:876PP
和⽥義盛 ID:975XQ
⼤江広元 ID:531YG
･･･
･･･

北条義時 ID:123XX
源 頼朝 ID:567YY
梶原景時 ID:890ZZ
三浦義村 ID:876PP
和⽥義盛 ID:975XQ
⼤江広元 ID:531YG
･･･

梶原景時 ID:890ZZ
北条政⼦ ID:123WW
⽐企能員 ID:543QQ
⼤江広元 ID:531YG
･･･
･･･

源 頼朝 ID:567YY
梶原景時 ID:890ZZ
北条政⼦ ID:123WW
⼤江広元 ID:531YG
･･･
･･･

プラットフォーム

Dr.X
Dr.Y

鎌倉クリニック E 医療センター

データ管理機関

研究所・⼤学
研究病院

製薬メーカー⾏政機関

＜⼆次利⽤のケース＞

北條義時
ID: 1234XXX

ID:123XX =AA123
ID:567YY =AB456
ID:890ZZ =AC789
ID:123WW=BA012
ID:543QQ =BB246
ID:876PP =BC579
ID:975XQ =CA321
ID:531YG =CB951
･･･

AA123 ･･･
AB456 ･･･
AC789 ･･･
BA012 ･･･
BB246 ･･･
BC579 ･･･
CA321 ･･･
CB951 ･･･
･･･

北條義時
ID: 1234XXX
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医療ＤＸ推進本部
2023年６⽉２⽇
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EHDSにおける1次利⽤と2次利⽤

中央プラット
フォーム

Aa
Ab

Ac
Ad

National  
Contact 
Point

National  
Contact 

Point

Health Data 
Access Bodies

研究所

EHR

政府

MyHealth @EU

１次利⽤

製 薬
メーカー

HealthData @EU

２次利⽤

医療機関
② 第２章︓<１次利⽤>国⺠・医療従事者の権利と義務
EU域内のA国の住⺠は、域内の他国においても、A国にあ
る⾃⼰の最新の健康データにアクセスしてよりよい治療
を受けることができる

A国

① 第３章︓EHRの規格
EUが定める規格を満たした
EHR（Electronic Health 
Record）システムに住⺠の
健康データを格納

③ 第４章︓<２次利⽤>ガバナンス
研究所、製薬メーカー等ビッグデータの利⽤者
は、Health Data Access Bodies に⼀定の加⼯
をしたデータ利⽤を許可されて、データへのア
クセスが認められる。

ＤＢ

EHDSのイメージ︓１
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